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この研究では、若年者が親密関係の当事者として DV 被害を受け

にくくなるための条件、ならびに潜在的な第三者として当事者たち

の予防に貢献する「対人資源」となりうるための条件を実証し、そ

れらを踏まえた予防プログラムの実施、効果の検証を行う。 

本計画では DV被害の脆弱性は主に 3つの心理的要因によって構

成されるとモデル化する。スキルに関するもの、態度や知識に関す

るもの、他者からの影響可能性に関するものである。これらを予防

プログラムに実装させることで被害脆弱性を低めることができよ

う。 

しかしこの実装には二つの点で理論的補完が必要である。そこで

まず課題１では、当事者性の欠如を緩和する思考プロセスを探究す

る。経験サンプリング法を用い、関係で生じる幻想から当事者が脱

するための心理的トリガーを示す。課題２では、カップルの排他性

を超えて効果をもつサポート・ネットワークを同定する。調査によ

って、関係の魅力を損ねずに関係外からのサポート利用可能性を高

められる条件を示す。最後に、複数の大学で予防プログラムを実施

し、効果の一般性を検証する。 

 

選考委員から

のコメント 

今日、若年者の DVの問題は深刻である。本研究は、被害の脆弱

性モデルを提唱し、その心理的プロセスを実証するものである。研

究者と経験の豊富な臨床家の共同研究によるもので、研究成果に期

待が持てる。 

 


